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およそ1300年前、旅の僧が湯に浸かって傷を治している狸を見つけたとか、縁結
びの神様大国主命が病気のウサギをお湯に入れて救ったことから始まったともいわ
れています。現在もその薬効の高さから入浴客がたえることがありません。また、
石見銀山の外港として発展した港町でもあり、江戸時代以来の町割りをよく残し、
町屋、廻船問屋、温泉旅館、社寺等の伝統的建造物がよく残り、平成16年には温泉
町としては日本で唯一の重要伝統的建造物群保存地区に選定されました。
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平
素
は
石
見
大
田
法
人
会

の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

法
人
会
は
良
き
経
営
者
を

目
ざ
す
者
の
団
体
と
し
て
、

納
税
意
識
の
高
揚
と
税
務
知

識
の
普
及
の
た
め
、
税
に
対

す
る
正
し
い
知
識
の
習
得
研

修
、
正
し
い
申
告
と
納
税
、

更
に
は
税
を
考
え
る
週
間
を

通
し
て
の
税
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
に
資
す
る
外
、
社
会

貢
献
活
動
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

特
に
本
年
は
イ
ー
タ
ッ
ク

ス
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
の
活
用
推
進
に
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
と
共

に
、
本
年
も
変

り
ま
せ
ず
法
人

会
に
対
す
る
ご

協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま

す
。

二
〇
〇
二
年
を
起
点
に
し

た
今
回
の
景
気
拡
大
が
「
い

ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え
全
国

的
に
は
堅
調
な
拡
大
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

確
か
に
上
場
企
業
の
決
算

状
況
は
バ
ブ
ル
期
を
超
え
る

好
調
さ
を
持
続
し
て
お
り
、

資
本
金
十
億
円
以
上
の
大
企

業
の
経
常
利
益
は
二
〇
〇
〇

年
の
一
九
・
四
兆
円
か
ら
〇

五
年
に
は
二
十
九
・
四
兆
円

へ
と
急
増
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
国
民
生
活
は
、
派
遣
や

パ
ー
ト
な
ど
非
正
規
職
員
の

比
率
は
高
ま
る
一
方
で
、
雇

用
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し

く
、
労
働
者
の
給
与
総
額
は

同
期
間
に
四
十
一
・
九
兆
円

か
ら
三
十
九
・
六
兆
円
へ
と

減
少
し
て
お
り
、
個
人
消
費

は
低
迷
し
た
ま
ま
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
景
気
拡
大
過

程
で
は
、
企
業
分
野
・
雇
用

分
野
・
生
活
分
野
に
お
い
て

同
じ
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
企

業
間
・
地
域
間
で
の
格
差
が

大
き
く
、
雇
用
と
生
活
分
野

で
の
改
善
が
置
き
去
り
に
さ

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

こ
の
原
因
は
日
本
経
済
の

「
型
」
の
変
化
に
起
因
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
国
民

経
済
の
根
幹
を
な
す
製
造
業

は
開
発
と
生
産
の
拠
点
を
国

内
配
置
し
、
高
品
質
で
低
価

格
な
製
品
を
内
外
に
供
給
す

る
と
言
う
国
内
生
産
輸
出
指

向
型
構
造
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
構
造
が
一
九
九
〇
年

代
中
盤
に
企
業
内
国
際
分
業

戦
略
に
よ
り
市
場
・
コ
ス

ト
・
技
術
力
を
見
据
え
た
世

界
レ
ベ
ル
で
の
基
本
戦
略
へ

と
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

大
企
業
の
企
業
内
国
際
分

業
の
進
展
は
、
製
品
・
部

品
・
素
材
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

調
達
を
推
進
す
る
の
で
、
企

業
内
国
際
貿
易
の
比
重
が
高

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

不
況
が
は
じ
ま
っ
た
九
三

年
度
の
日
本
の
輸
出
に
占
め

る
現
地
法
人
へ
の
販
売
額
の

割
合
は
十
一
・
三
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
輸
入
総
額
に
占

め
る
現
地
法
人
か
ら
の
調
達

額
（
逆
輸
入
）
も
比
重
は
十

二
・
七
％
と
一
割
強
で
、
貿

易
黒
字
全
体
十
五
・
四
兆
円

に
占
め
る
企
業
内
貿
易
黒
字

（
一
・
四
兆
円
）
の
割
合
は

九
・
二
％
程
度
で
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
後
の
猛
烈

な
海
外
進
出
の
結
果
、
〇
四

年
度
の
企
業
内
貿
易
の
比
重

は
大
幅
に
高
ま
り
、
輸
出
全

体
の
三
三
・
三
％
、
輸
入
全

体
の
一
七
・
二
％
に
達
し
、

同
年
度
の
日
本
全
体
貿
易
黒

字
（
十
一
・
三
兆
円
）
を
企

業
内
貿
易
で
の
黒
字
が
上
回

る
（
十
一
・
八
兆
円
）
と
言

う
事
態
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。以

上
の
こ
と
か
ら
今
回
の

景
気
拡
大
過
程
で
は
大
企
業

及
び
そ
の
拠
点
地
域
で
の
好

調
さ
と
、
国
内
に
基
盤
を
置

い
た
中
小
企
業
・
地
場
産
業

地
域
で
の
二
極
分
化
が
同
居

す
る
と
言
う
新
種
の
景
気
拡

大
過
程
が
発
生
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
つ
ま
り
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
応
す
る
方
向
で
日

本
経
済
の
「
型
」
が
大
き
く

変
化
し
内
需
中
心
の
普
通
の

地
域
経
済
・
中
小
企
業
を
置

き
去
り
に
し
た
ま
ま
景
気
拡

大
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

地
域
経
済
・
中
小
企
業
の

新
年
の
課
題
は
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
経
営
環
境
・
経

営
体
質
の
改
善
と
個
性
豊
か

な
発
想
の
も
と
に
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
企
業
づ
く

り
が
重
要
と
云
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

ど
う
か
本
年
が
良
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
上
げ

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
十
八
年
度
納
税
功
労

者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「

税
を
考
え
る
週
間
」
行

事
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
十

一
月
十
三
日
大
田
商
工
会
館

大
ホ
ー
ル
に
て
、
今
年
度
は

四
名
の
方
に
石
見
大
田
税
務

署
長
表
彰
、
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
、
併
せ
て
納
税
貯

蓄
組
合
法
施
行
五
十
五
周
年

記
念
と
し
て
、
一
名
の
方
に

税
務
署
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
ご
来
賓
と
し

て
、
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン

タ
ー
所
長
、
大
田
市
長
を
始

め
、
各
種
団
体
代
表
の
方
々

の
ご
臨
席
の
も
と
、
関
係
多

数
の
ご
出
席
を
頂
き
、
盛
大

且
つ
厳
粛
の
う
ち
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

槙
岡
総
務
課
長
の
司
会
進

行
の
も
と
、
佐
々
木
石
見
大

田
税
務
署
長
よ
り
、
納
税
の

意
義
を
深
く
認
識
さ
れ
、
そ

の
実
践
と
団
体
で
の
活
動
に

敬
意
と
感
謝
を
表
し
て
、
石

見
大
田
税
務
署
長
表
彰

状
が
芝
尾
金
男
氏
（
�

シ
バ
オ
社
長
）、
波
多

野
瑠
璃
子
氏
（
�
は
た

の
産
業
社
長
）、
森
山

登
美
子
氏
（
森
山
商
店

店
主
）
に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
併
せ
て
、
永
年

租
税
教
育
の
推
進
に
努

め
て
こ
ら
れ
た
、
大
田

市
教
育
委
員
会
に
租
税

教
育
推
進
功
労
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
栂
　
恒
雄

氏
（
大
田
商
工
会
議
所
専
務

理
事
）
に
石
見
大
田
税
務
署

長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
納
税
貯
蓄
組
合
法

施
行
五
十
五
周
年
記
念
と
し

て
、
永
年
納
税
貯
蓄
組
合
の

育
成
指
導
に
ご
尽
力
さ
れ

た
、
高
野
　
聡
氏
（
ギ
フ
ト

た
か
の
店
主
）
に
同
じ
く
税

務
署
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

佐
々
木
石
見
大
田
税
務
署

長
の
式
辞
に
続
い
て
、
ご
来

賓
を
代
表
し
て
島
根
県
西
部

県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
、
大
田

市
長
、
寺
戸
大
田
商
工
会
議

所
会
頭
、
勝
部
中
国
税
理
士

会
石
見
大
田
支
部
長
の
各
氏

よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
受

賞
者
の
方
々
の
功
績
を
称
え

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し

て
芝
尾
金
男
氏
よ
り
受
賞
の

喜
び
と
納
税
行
政
へ
の
協
力

の
決
意
を
表
明
さ
れ
る
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
受
賞
者
、
主

催
者
一
同
の
記
念
撮
影
後
、

－ 3 －

石
見
大
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

青
年
部
長

高

野

聡

氏

納
税
貯
蓄
組
合
法
施
行
五
十
五
周
年
記
念

石
見
大
田
税
務
署
長
感
謝
状

石
見
大
田
税
務
署
管
内

納
税
協
力
団
体
連
絡
協
議
会
幹
事

長
栂

恒

雄

氏

石
見
大
田
税
務
署
長
感
謝
状

式
典
を
厳
粛
に
終
了
し
ま
し

た
。法

人
会
一
同
、
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

大
田
市
教
育
委
員
会

石
見
大
田
税
務
署
長

租
税
教
育
推
進
功
労
賞



〔
1
〕
制
度
の
内
容
は
？

こ
れ
は
、
平
成
十
七
年
度

の
税
制
改
正
に
お
い
て
新
た

に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
下

記
の
教
育
訓
練
費
の
内
、
次

の
方
法
で
計
算
し
た
金
額
を

法
人
税
額
か
ら
控
除
出
来
る

税
額
控
除
制
度
で
す
。

（
１
）
増
加
額
制
度

青
色
申
告
法
人
の
平
成
十

七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
開
始
す
る
各
事
業
年
度

（
設
立
事
業
年
度
や
解
散
事

業
年
度
な
ど
は
除
く
。
以
下

「
適
用
年
度
」
と
い
う
。）
の

所
得
金
額
の
計
算
上
損
金
算

入
さ
れ
る
教
育
訓
練
費
の
額

（
そ
の
教
育
訓
練
に
充
て
る

た
め
他
の
者
か
ら
支
払
い
を

受
け
る
金
額
を
控
除
し
た
金

額
。）
が
比
較
教
育
訓
練
費

の
額
（
そ
の
事
業
年
度
開
始

の
日
前
二
年
以
内
に
開
始
し

た
各
事
業
年
度
の
教
育
訓
練

費
の
額
の
平
均
額
）
を
超
え

る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
年

度
の
法
人
税
額
か
ら
、
そ
の

超
え
る
部
分
の
金
額
の
二
十

五
％
相
当
額
（
そ
の
適
用
年

度
の
法
人
税
額
の
十
％
相
当

額
を
限
度
。）
を
控
除
す
る
。

（
２
）
中
小
企
業
者
等
の
特
例

青
色
申
告
法
人
で
あ
る
中

小
企
業
者
等
の
適
用
年
度
に

お
い
て
、
損
金
算
入
さ
れ
る

教
育
訓
練
費
の
額
が
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
適
用
年
度
の

法
人
税
額
か
ら
、
そ
の
教
育

訓
練
費
の
額
に
税
額
控
除
割

合
を
乗
じ
た
金
額
に
相
当
す

る
金
額
（
そ
の
適
用
年
度
の

法
人
税
額
の
十
％
相
当
額
を

限
度
。）
を
控
除
す
る
。

①
税
額
控
除
割
合

（
イ
）
教
育
訓
練
費
増
加
割

合
が
四
十
％
以
上
の

場
合
…
二
十
％

（
ロ
）
教
育
訓
練
費
増
加
割

合
が
四
十
％
未
満
の

場
合
…
教
育
訓
練
費

増
加
割
合
×
〇
・
五

（
小
数
点
３
位
未
満

切
捨
）

②
教
育
訓
練
費
増
加
割
合

そ
の
事
業
年
度
の
教
育
訓

練
費
の
額
か
ら
比
較
教
育
訓

練
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額

の
そ
の
比
較
教
育
訓
練
費
の

額
に
対
す
る
割
合

〔
2
〕
教
育
訓
練
費
と
は
？

法
人
が
そ
の
使
用
人
（
そ

の
法
人
の
役
員
及
び
役
員
と

特
殊
な
関
係
に
あ
る
者
を
除

く
。）
の
職
務
に
必
要
な
技

術
又
は
知
識
を
習
得
さ
せ
、

又
は
向
上
さ
せ
る
た
め
に
支

出
す
る
費
用
で
次
の
も
の

�
法
人
が
教
育
訓
練
等
を
自

ら
行
う
場
合
…

そ
の
教
育
訓
練
等
の
た

め
に
講
師
又
は
指
導
者

（
そ
の
法
人
の
役
員
又
は

使
用
人
で
あ
る
者
は
除

く
。）
に
支
払
う
報
酬
等

の
費
用
及
び
そ
の
教
育
訓

練
等
の
た
め
の
施
設
・
設

備
等
の
賃
借
料
等
の
費
用

�
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
た

他
の
者
が
教
育
訓
練
等
を

行
う
場
合
…

そ
の
教
育
訓
練
等
の
た

め
に
他
の
者
に
支
払
う
費

用
�
他
の
者
が
行
う
教
育
訓
練

等
に
参
加
さ
せ
る
場
合
…

そ
の
他
の
者
に
支
払
う

授
業
料
・
受
講
料
等
の
費

用
�
教
科
書
等
の
購
入
又
は
製

作
（
他
の
者
に
委
託
し
て

製
作
し
た
場
合
に
限
る
。）

を
し
た
場
合
…

購
入
に
要
す
る
費
用
又

は
製
作
の
た
め
に
他
の
者

に
支
払
う
費
用

以
上
、
概
要
を
説
明
し
ま

し
た
が
、
こ
の
制
度
の
対
象

と
な
る
教
育
訓
練
費
は
�
〜

�
に
あ
る
よ
う
に
外
部
に
支

払
う
も
の
に
限
定
さ
れ
て
お

り
、
社
員
を
講
師
と
し
、
内

部
の
施
設
で
教
育
訓
練
を
し

て
も
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
社
員
教
育
な
ど
の
た
め

費
用
の
支
出
を
考
え
て
お
ら

れ
る
の
で
あ
れ
ぱ
、
制
度
の

利
用
を
検
討
し
て
は
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

－ 4 －

教
育
訓
練
費
の
額
が
増
加
し
た
場
合
等
の

法
人
税
額
の
特
別
控
除
制
度
に
つ
い
て

〔設例〕青色申告法人Ａ杜（3月決
算、資本金1,000万円）の各期の
教育訓練費の額及び平成19年3月
期の法人税額は次の通りです。 

(単位：千円) 17/3期 18/3期 19/3期 
教育訓練費の額 300 500 800 
法人税額 － － 2,000 

� 教育訓練費の額　800 
� 増加額制度 
① 比較教育訓練費の額 

② 判定　 800＞400　∴適用あり 
③ 控除額 (800－400)×25％＝100 
④ 限度額 2,000×10％＝200 
⑤ ③＜④　∴100

� 中小企業者等の特例 
① 税額控除割合 

800－400

400 
≧40％　∴20％ 

② 控除額 800×20％＝160 
③ 限度額 2,000×10％＝200 
④ ②＜③　∴160

� (2)＜(3)　∴160

300＋500

2 
＝400



◎
役
員
給
与
関
係

○
定
期
同
額
給
与

①
定
期
給
与
の
額
を
増
額
改

定
し
た
場
合

事
業
年
度
の
中
途
で
定
期

給
与
の
額
を
改
定
し
た
場
合

は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
し

な
い
場
合
に
は
、
原
則
と
し

て
、
そ
の
事
業
年
度
に
お
け

る
定
期
給
与
の
支
給
額
の
全

額
が
、
定
期
同
額
給
与
に
該

当
し
な
い
こ
と
と
な
り
、
損

金
不
算
入
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
定
期
給
与
の
額

に
つ
い
て
、
事
業
年
度
の
中

途
の
増
額
改
定
が
行
わ
れ
た

場
合
で
あ
っ
て
、
増
額
後
の

各
支
給
時
期
に
お
け
る
支
給

額
も
同
額
で
あ
る
よ
う
な
と

き
な
ど
は
、
従
前
か
ら
の
定

期
同
額
給
与
と
は
別
個
の
定

期
給
与
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支

給
さ
れ
た
も
の
と
同
視
し
得

る
こ
と
か
ら
、
上
乗
せ
支
給

さ
れ
た
定
期
給
与
と
み
ら
れ

る
部
分
の
み
が
損
金
不
算
入

に
な
り
ま
す
。

②
定
期
給
与
の
額
を
減
額
改

定
し
た
場
合

事
業
年
度
の
中
途
で
定
期

給
与
の
額
を
減
額
し
た
場
合

で
一
定
の
要
件
に
該
当
し
な

い
と
き
、
例
え
ば
、
経
営
の

状
況
が
悪
化
し
た
も
の
の

「
著
し
い
悪
化
」
ま
で
は
至

ら
な
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、

原
則
と
し
て
、
そ
の
事
業
年

度
に
お
け
る
定
期
給
与
の
支

給
額
の
全
額
が
、
定
期
同
額

給
与
に
該
当
し
な
い
こ
と
と

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
当
初
、
定
期
同

額
給
与
と
し
て
支
給
し
て
い

た
給
与
に
つ
い
て
減
額
改
定

を
行
い
、
減
額
後
も
、
そ
の

各
支
給
時
期
に
お
け
る
支
給

額
が
同
額
で
あ
る
定
期
給
与

と
し
て
給
与
の
支
給
を
行
っ

て
い
る
と
き
に
は
、
本
来
の

定
期
同
額
給
与
の
額
は
減
額

改
定
後
の
金
額
で
あ
り
、
減

額
改
定
前
は
、
そ
の
定
期
同

額
給
与
の
額
に
上
乗
せ
支
給

を
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る

と
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

減
額
改
定
前
の
定
期
給
与
の

額
の
う
ち
減
額
改
定
後
の
定

期
給
与
の
額
を
超
え
る
部
分

の
金
額
の
み
が
損
金
不
算
入

と
な
り
ま
す
。

③
一
定
期
間
の
減
額

特
定
の
役
員
の
不
祥
事
等

に
よ
り
一
定
の
期
間
の
み
役

員
給
与
を
減
額
し
、
当
該
期

間
経
過
後
は
、
減
額
前
の
給

与
の
額
を
支
給
す
る
と
い
う

よ
う
な
場
合
に
は
、
各
支
給

時
期
に
お
け
る
支
給
額
が
同

額
で
な
い
こ
と
か
ら
定
期
同

額
給
与
に
該
当
し
な
い
と
い

え
ま
す
が
、
し
か
し
な
が
ら

企
業
秩
序
を
乱
し
た
役
員
の

責
任
を
問
う
べ
く
、
一
定
期

間
の
役
員
給
与
の
減
額
処
分

を
行
う
こ
と
は
、
企
業
慣
行

と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
支
給
さ
れ
た
定

期
給
与
を
そ
の
役
員
が
自
主

的
に
返
還
し
た
場
合
に
は
定

期
同
額
給
与
と
し
て
取
扱
わ

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
実
質
が

同
じ
で
あ
る
役
員
給
与
の
減

額
処
分
に
つ
い
て
異
な
る
取

扱
い
と
す
れ
ば
、
著
し
く
バ

ラ
ン
ス
を
失
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
役
員
給
与

を
一
時
的
に
減
額
す
る
理
由

が
、
企
業
秩
序
を
維
持
し
て

円
滑
な
企
業
運
営
を
図
る
た

め
、
あ
る
い
は
法
人
の
社
会

的
評
価
の
悪
影
響
を
避
け
る

た
め
に
や
む
を
得
ず
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ

の
処
分
の
内
容
が
、
そ
の
役

員
の
行
為
に
照
ら
し
て
社
会

通
念
上
相
当
の
も
の
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

減
額
さ
れ
た
期
間
に
お
い
て

も
引
き
続
き
同
額
の
定
期
給

与
の
支
給
が
行
わ
れ
て
い
る

も
の
と
し
て
取
扱
っ
て
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

④
役
員
に
対
す
る
歩
合
給

一
定
の
算
定
基
準
に
基
づ

き
、
規
則
的
に
継
続
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
支
給
額
が
同
額
で

な
い
給
与
は
、
定
期
同
額
給

与
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
と

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

各
月
の
支
給
額
が
異
な
る
こ

と
と
な
る
歩
合
給
や
能
率
給

等
は
、
一
定
の
利
益
連
動
給

与
に
該
当
す
る
も
の
を
除

き
、
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ

ま
せ
ん
。

使
用
人
兼
務
役
員
に
対
し

て
、
使
用
人
と
し
て
の
職
務

に
対
す
る
給
与
と
し
て
歩
合

給
や
能
率
給
等
を
支
給
す
る

場
合
は
、
不
相
当
に
高
額
な

も
の
に
該
当
し
な
い
限
り
、

原
則
と
し
て
損
金
の
額
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

－ 5 －

税
務
処
理
に
お
け
る

誤
り
易
い
事
例

法
人
税
関
係



法
人
会
、
商
工
会
議
所
な

ど
が
組
織
す
る
石
見
大
田
税

団
協
、
石
見
大
田
税
務
署
及

び
大
田
市
は
、
去
る
一
月
十

七
日
に
石
見
大
田
Ｉ
Ｔ
連
絡

協
議
会
の
設
立
総
会
を
大
田

市
役
所
に
お
い
て
開
催
し
、

法
人
会
か
ら
は
、
的
場
会
長

が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
Ｉ
Ｔ
を
利
用

し
た
諸
手
続
き
の
普
及
を
図

り
、
行
政
の
Ｉ
Ｔ
（
情
報
・

技
術
）
化
に
よ
る
効
率
化
を

推
し
進
め
る
た
め
、
関
係
官

庁
と
民
間
団
体
が
情
報
を
交

換
し
、
効
果
的
な
施
策
の
実

現
に
向
け
た
協
議
を
行
う
も

の
で
す
。

総
会
は
、
竹
腰
市
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
佐
々
木
税

務
署
長
が
読
み
上
げ
た
設
立

趣
意
書
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
会
長
に
は
、
寺
戸

商
工
会
議
所
会
頭
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
当
面
の
懸
案

事
項
と
し
て
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）
の
普
及
に
向
け
た

取
り
組
み
が
協
議
さ
れ
ま
し

た
。「

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
は
、
国
を

挙
げ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る

『
Ｉ
Ｔ
改
革
新
戦
略
』
の
一

環
と
し
て
普
及
を
推
進
し
て

お
り
、
そ
の
成
否
が
今
後
の

『
Ｉ
Ｔ
改
革
新
戦
略
』
を
左

右
す
る
も
の
と
な
る
」
と
基

調
報
告
が
さ
れ
、
各
団
体
に

お
け
る
取
り
組
み
状
況
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
寺
戸
会
長
が
、

「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
を
通

じ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
誰
で
も
Ｉ
Ｔ
の
恩
恵
を

実
感
で
き
る
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
」
と
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

の
推
進
を
宣
言
し
協
議
会
は

盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

協
議
会
に
お
い
て
は
、
広

報
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
た
め
、
次
の
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

①
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
推
進
の

懸
垂
幕
を
製
作
、
市
役
所

本
庁
、
支
所
等
へ
の
掲
示

②
カ
ウ
ン
タ
ー
設
置
用
「
ミ

ニ
の
ぼ
り
」
を
製
作
、
県

央
事
務
所
、
市
役
所
、
商

工
会
議
所
（
商
工
会
）、

金
融
機
関
の
設
置

◎
石
見
大
田
Ｉ
Ｔ
連
絡
協
議

会
構
成
団
体

石
見
大
田
税
務
署

大
田
市

石
見
大
田
税
団
協

�
石
見
大
田
法
人
会

石
見
大
田
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会

石
見
大
田
青
色
申
告
会
連
合
会

石
見
大
田
間
税
会

中
国
税
理
士
会石見

大
田
支
部

大
田
商
工
会
議
所

仁
摩
町
商
工
会

温
泉
津
町
商
工
会

石
見
大
田
小
売
酒
販
組
合

石
見
銀
山
農
業
協
同
組
合

－ 6 －

石見大田ＩＴ連絡協議会設立趣意書
近年における世界的な情報・技術（ＩＴ）の進展は目覚しいもの

があり、わが国においても平成18年１月に政府「ＩＴ戦略本部」が、
世界最先端のＩＴ国家であり続けるための「ＩＴ新改革戦略」を決
定しています。
「ＩＴ新改革戦略」は、『いつでも、どこでも、だれでもＩＴの恩恵
を実感できる社会』を実現することにより、国民生活の向上と産業
競争力の向上を達成することを目指しています。
また、目標達成のための具体的政策のひとつである「行政のＩＴ

化」は、行政全体の効率化を図ることにより国民の利益につながる
ものであることから、行政当局と国民がひとつになって推し進めて
いくものであります。
そのためには、関係官庁及び民間団体が情報を交換し、効果的な

施策の実施に向けた協議を行う場である連絡協議会の設立が必要で
あります。
本日ここに、石見大田税務署管内納税協力団体連絡協議会及び傘

下の民間団体、大田市及び石見大田税務署は、電子行政実現の主要
な柱であるｅ－ＴａｘをはじめとするＩＴを利用した諸手続きの普
及に努めるため、石見大田ＩＴ連絡協議会を設立します。

設立総会であいさつされる
竹腰市長

大田市役所に掲げ
られた懸垂幕

商工会議所のミニのぼり



申告も納税もパソコンで。 税務署 

e－Taxe－Tax
自宅やオフィス 
税理士事務所などから 

申告・納税・申請等 

インターネット 

e－Taxでらくらく送信 

e－Taxホームページwww.e-tax.nta.go.jp

事前準備 
①開始届出書の提出（e-Taxホームページからオンライン提出できます） 
②電子証明書の取得（ICカードの場合はカードリーダライタが必要です）※注 
③「e-Taxソフト」の受領（e-Taxホームページからダウンロードできます） 
④初期登録（インストールなど） 

申告書等の作成 
市販の申告書作成ソフト等で作成し、パソコン内に一時保存します。 

e－Tax送信 
電子証明書を添付して送信します。※注 

※注【耳寄りな話】税理士等による代理送信の場合 
①納税者の電子証明書が省略できます。 
②電子証明書の取得（ICカードの場合はカードリーダライタ）も不要となります。 
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新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
報

道
に
よ
り
、
よ
う
や
く
皆
様

に
も
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
本
年
七
月
下

旬
よ
り
島
根
県
を
会
場
に
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

（
略
称
高
総
文
祭
）
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
大
田
市
で
は
石

西
地
区
に
お
け
る
唯
一
の
大

会
で
あ
る
自
然
科
学
部
門
が

大
田
市
民
会
館
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
六
年
に
開
催
さ
れ

た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
続
き
開

催
さ
れ
る
高
総
文
祭
で
す

が
、
一
番
の
悩
み
は
認
知
度

が
低
い
こ
と
で
し
た
。
実
際

に
私
も
平
成
十
二
年
に
大
田

高
校
に
赴
任
し
て
、
七
年
後

に
高
総
文
祭
が
開
催
さ
れ
る

と
聞
き
、
そ
の
時
初
め
て
こ

の
よ
う
な
全
国
大
会
を
知
り

ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
七
年
、

実
際
に
自
分
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い

よ
い
よ
開
催
年
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

高
総
文
祭
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
の
文
化
部
版
と
お
考
え
い

た
だ
け
る
と
分
か
り
や
す
い

と
思
い
ま
す
。
吹
奏
楽
、
合

唱
、
写
真
、
美
術
、
文
芸
な

ど
お
な
じ
み
の
も
の
か
ら
日

本
音
楽
、
吟
詠
剣
士
舞
な
ど

も
正
式
な
部
門
と
し
て
各
地

で
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

自
然
科
学
部
門
は
生
物
部
、

物
理
部
な
ど
高
校
の
中
で
は

比
較
的
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
部
活

動
で
す
が
、
実
は
高
総
文
祭

で
は
正
式
部
門
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
正
式
部
門
で
な
い
と

い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
毎
年

開
催
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
島
根
県

で
開
催
さ
れ
る
の
は
私
た
ち

理
科
教
員
が
特
に
開
催
し
た

い
と
望
ん
だ
か
ら
な
の
で

す
。島

根
県
は
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
か
ぐ
ら

ん
」
に
代
表
さ
れ
る
と
お
り

神
話
の
国
で
す
。
大
田
市
も

三
瓶
山
に
関
連
し
て
伝
わ
る

多
く
の
神
話
に
彩
ら
れ
た
古

い
伝
統
を
持
つ
地
域
で
す
。

こ
の
神
話
と
自
然
科
学
は
一

見
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
が
、
私
は
そ
う
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
神
話
と
は
昔
の

人
々
が
自
然
を
純
粋
な
目
で

見
て
そ
の
驚
異
や
偉
大
さ
、
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第
31
回
全
国
高
等
学
校
文
化
祭 

自
然
科
学
部
門
の
開
催
に
つ
い
て 
第
31
回
全
国
高
等
学
校
文
化
祭 

自
然
科
学
部
門
の
開
催
に
つ
い
て 
第
31
回
全
国
高
等
学
校
文
化
祭 

高
総
文
祭
実
行
委
員
会
自
然
科
学
部
会
代
表
委
員
　
岩
　
義
博
（
大
田
高
校
教
諭
） 

自
然
科
学
部
門
の
開
催
に
つ
い
て 

マスコットキャラクター　かぐらんシンボルマーク



美
し
さ
と
い
う
も
の
を
表
現

し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
当
時
の
言
葉

で
表
現
さ
れ
、
ま
た
、
神
や

怪
物
な
ど
に
た
と
え
て
伝
え

ら
れ
て
い
る
た
め
、
現
代
の

自
然
科
学
と
は
正
反
対
の
も

の
に
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
自
然
科

学
分
野
で
行
お
う
と
し
て
い

る
こ
と
も
す
べ
て
身
の
回
り

の
自
然
現
象
を
正
し
く
見
て

（
観
察
）、
や
っ
て
（
実
験
）、

か
ん
が
え
て
（
考
察
）、
高

校
生
の
限
ら
れ
た
知
識
や
言

葉
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
試

み
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
こ

の
神
話
の
地
、
大
田
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
ふ

さ
わ
し
い
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す
。

開
催
予
定
は
七
月
三
十
一

日
か
ら
八
月
二
日
で
す
が
、

第
三
日
の
巡
検
で
は
石
見
銀

山
を
見
学
し
ま
す
。
郷
土
が

誇
る
石
見
銀
山
は
人
文
科
学

的
な
価
値
と
と
も
に
自
然
科

学
分
野
、
特
に
応
用
化
学
の

面
か
ら
も
す
ば
ら
し
い
遺
産

で
す
。
当
日
は
駆
け
足
で
見

学
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ

ん
が
、
ガ
イ
ド
役
の
大
田
高

校
生
が
、
全
国
の
高
校
生
に

そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
勉
強
中
で
す
。

高
総
文
祭
の
最
大
の
目
的

は
文
化
部
の

高
校
に
お
け

る
活
動
の
活

発
化
で
す
。

そ
の
た
め
に

島
根
県
で
も

昨
年
か
ら
一

泊
二
日
の
実

験
観
察
会

を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
取

組
が
今
後
も

続
き
、
理
科

に
親
し
む
高

校
生
が
増
え

て
い
く
こ
と

を
望
ん
で
い

ま
す
。
第
一

日
と
第
二
日

の
講
演
会
や
研
究
発
表
会
は

一
般
の
方
に
も
公
開
し
て
い

ま
す
。
島
根
県
内
を
は
じ
め

全
国
の
高
校
生
の
自
然
を
見

る
目
や
高
校
生
な
り
の
表
現

を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
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昨年6月に開催された実験観察研修会
県内の高校生60名参加
会場：大田高校、三瓶青少年交流の家

第31回全国高等学校総合文化祭協賛部門自然科学部門実施概要
1. 日　時　平成19年7月31日（火）～8月2日（木）
2. 会　場　大田市民会館ほか
3. 日　程
第1日目　7月31日（火）
受　付 9:30～10:00 大田市民会館（1F）
開会式 10:00～10:30 大田市民会館（大ホール）
記念講演 10:40～12:00 大田市民会館（大ホール） 講師、演題未定
昼食休憩 12:00～13:00
パネル発表 13:30～16:45
一斉パネル見学 13:30～14:15 パネル会場（発表者はパネル前に待機）
研究発表 14:30～16:30 各分科会会場

第2日目　8月1日（水）
機器説明会 9:00～ 9:20 各分科会会場（初日不参加校のみ）
研究発表会 9:30～12:00 各分科会会場
パネル発表 9:00～12:00 各パネル会場　自由見学・適宜説明
昼食休憩 12:00～14:00
生徒交流会 14:00～15:15 大田市民会館（大ホール）
閉会式 15:30～16:00 大田市民会館（大ホール）

第3日目　8月2日（木）
Aコース（石見銀山コース）Bコース（三瓶自然館・埋没林コース）Cコース（ゴビウスコース）



当
社
で
は
、
こ

の
た
び
基
準
期
間

の
課
税
売
上
が
五
千
万
円
を

超
え
た
た
め
簡
易
課
税
か
ら

一
般
課
税
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
一
般
課
税
に
な
る
と

仕
入
に
係
る
消
費
税
の
控
除

額
の
計
算
が
必
要
だ
と
聞
き

ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
課
税
仕

入
れ
の
範
囲
に
つ

い
て国

内
取
引
は
次
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
取
引
が
課

税
の
対
象
で
す
。

①
国
内
で

②
事
業
者
が
事
業
と
し
て

③
対
価
を
支
払
い

④
資
産
の
譲
受
け
等
（
資
産

の
譲
受
け
、
資
産
の
借
り
受

け
及
び
役
務
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
）
で
す
。

輸
入
取
引
は
保
税
地
域
か

ら
引
き
取
ら
れ
る
外
国
貨
物

が
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
内
取
引
で
右

記
の
す
べ
て
の
要
件
を
ク
リ

ア
し
て
い
て
も
一
定
の
取
引

に
つ
い
て
は
、
消
費
税
を
非

課
税
と
す
る
取
り
扱
い
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
消
費
に
な
じ
ま
な
い
も
の
〉

１
、
土
地
の
譲
受
け
、
借
受

け
（
借
受
け
で
も
一
ヶ
月
未

満
の
も
の
駐
車
場
等
は
課
税

取
引
）

２
、
有
価
証
券
等
の
譲
受
け

（
株
式
・
出
資
・
預
託
の
形

態
に
よ
る
ゴ
ル
フ
会
員
権
な

ど
は
課
税
取
引
）

３
、
支
払
手
段
の
譲
受
け

４
、
利
子
、
保
証
金
、
保
険

料
な
ど

５
、
印
紙
、
証
紙
の
譲
受
け

６
、
商
品
券
、
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
等
の
物
品
小
切
手
な

ど
の
譲
受
け

７
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等

が
行
う
一
定
の
事
務
に
か
か

る
役
務
の
提
供

８
、
国
際
郵
便
為
替
、
国
際

郵
便
振
替
及
び
外
国
為
替
取

引
の
係
る
役
務
の
提
供

〈
社
会
政
策
的
な
配
慮
に
基

づ
く
も
の
〉

１
、
公
的
な
医
療
保
障
制
度

に
係
る
療
養
、
医
療
な
ど

２
、
介
護
保
険
法
の
規
定
に

基
づ
く
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
等

３
、
社
会
福
祉
事
業
法
の
規

定
に
基
づ
い
て
行
う
譲
受
け
等

４
、
助
産
に
係
る
資
産
の
譲

受
け
等

５
、
埋
葬
料
、
火
葬
料

６
、
一
定
の
学
校
の
授
業

料
、入
学
金
、施
設
設
備
費
等

７
、
教
科
用
図
書
の
譲
受
け

８
、
住
宅
の
借
り
受
け
で
す
。

次
に
仕
入
税
額
控
除
に
つ
い
て

課
税
売
上
割
合
が
九
五
％

以
上
の
場
合
は
課
税
仕
入
に

係
る
消
費
税
が
全
額
控
除
で

き
ま
す
。

九
五
％
未
満
の
場
合
に

は
、
個
別
対
応
方
式
ま
た
は

一
括
比
例
配
分
方
式
に
基
づ

い
て
控
除
額
を
計
算
い
た
し

ま
す
。

１
、
個
別
対
応
方
式
に
よ
り

仕
入
税
額
控
除
す
る
場
合

課
税
期
間
中
の
課
税
仕
入

れ
に
係
る
消
費
税
額
を
イ
・

課
税
売
上
の
み
対
応
す
る
も

の
ロ
・
非
課
税
の
み
対
応
す

る
も
の
及
び
ハ
・
イ
、
ロ
両

方
共
通
す
る
も
の
に
区
分

し
、
イ
の
全
額
と
ハ
の
両
方

に
共
通
す
る
も
の
の
課
税
売

上
割
合
で
按
分
し
た
税
額
を

控
除
し
ま
す
。

２
、
一
括
比
例
配
分
方
式
に

よ
り
仕
入
税
額
控
除
す
る
場
合

課
税
仕
入
に
係
る
消
費
税

額
に
課
税
売
上
割
合
を
乗
じ

た
金
額
が
仕
入
税
額
控
除
額

に
な
り
ま
す
。

（
一
括
比
例
配
分
方
式
か
ら

個
別
対
応
方
式
へ
の
変
更
）

一
括
比
例
配
分
方
式
を
適

用
し
た
事
業
者
は
、
こ
の
方
式

を
二
年
以
上
継
続
し
た
後
で

な
け
れ
ば
、
個
別
対
応
方
式
に

で
き
な
い
で
す
が
、
一
括
比
例

配
分
方
式
を
適
用
し
た
課
税

期
間
の
翌
課
税
期
間
以
後
の

課
税
期
間
に
お
け
る
課
税
売

上
割
合
が
九
五
％
以
上
と
な

り
仕
入
税
額
を
全
額
控
除
の

規
定
が
適
用
さ
れ
て
も
、
一
括

比
例
配
分
方
式
を
継
続
適
用

し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

回
答

質
問

－ 10－

（
文
責
　
編
集
部
）

●
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
に
つ
い
て
●

仕入等に係る消費税額×課税売上割合 

課税売上割合＝ 
課税売上高（税抜）＋免税売上高 

課税売上高（税抜）＋免税売上高＋非課税売上高 
※　非課税売上の有価証券の譲渡は譲渡収入の５％のみ分母に 
　　加算されますが、全額加算するものもあります。 

仕入税額控除 

個別対応 
方式 

� 

� 

課税売上に対応 
する仕入等の 
消費税額 

＋ 
課税・非課税に 
共通する仕入等の 
消費税額 

× 課税売上割合 

一括比例 
配分方式 
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去
る
一
月
二
十
九
日
、
大

田
商
工
会
館
に
お
い
て
、
財

務
省
松
江
財
務
事
務
所
長
春

谷
浩
氏
を
お
招
き
し
て
恒
例

の
新
春
経
済
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
最
近

の
島
根
県
内
の
経
済
情
勢
に

つ
い
て
」
と
題

し
て
、
島
根
県

主
要
経
済
指
標

の
動
向
デ
ー
タ

を
基
に
、
情
勢

判
断
に
つ
い

て
、
個
人
消
費

動
向
・
住
宅
建

設
・
設
備
投

資
・
企
業
の
景

況
感
等
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す

く
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
中
山

間
地
域
に
お
け

る
が
ん
ば
っ
て
い
る
中
小
企

業
の
成
功
事
例
も
説
明
さ
れ

た
後
に
、
当
地
区
に
お
け
る

石
見
銀
山
世
界
遺
産
登
録
を

契
機
と
し
た
経
済
の
活
性
化

に
つ
い
て
も
助
言
い
た
だ
き

ま
し
た
。

財
務
省
松
江
財
務
事
務
所
長
を
迎
え

新
春
経
済
講
演
会

サ
バ
は
、
日
本
近
海
に
分

布
す
る
魚
で
、
塩
サ
バ
、
し

め
サ
バ
、
サ
バ
ず
し
な
ど
で

賞
味
さ
れ
ま
す
。
美
味
し
い

こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
栄
養

面
で
も
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質

に
加
え
、
最
近
で
は
Ｄ
Ｈ
Ａ

（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）

が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
で
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
揚
げ
さ
れ
た
サ
バ
は

「
サ
バ
の
生
き
腐
れ
」
と
い

う
ほ
ど
鮮
度
が
落
ち
る
の
が

早
く
、
市
場
な
ど
で
は
、
手

間
を
と
ら
な
い
よ
う
に
急
い

で
数
え
な
が
ら
箱
に
投
げ
込

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

時
間
優
先
で
す
か
ら
、
結

局
、
正
確
に
は
数
え
ら
れ

ず
、
数
が
い
い
加
減
だ
っ
た

り
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
数

を
ご
ま
か
す
こ
と
を
「
サ
バ

を
読
む
」
と
い
う
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

年
齢
を
聞
か
れ
て
、
多
少

サ
バ
を
読
む
の
は
罪
が
あ
り

ま
せ
ん
（
？
）
が
、
税
金
の

計
算
で
サ
バ
を
読
ん
で
過
少

に
申
告
す
る
と
、
あ
と
か
ら

税
務
調
査
で
指
摘
を
受
け
て

本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延

滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
社
会

的
な
信
用
を
失
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

や
は
り
サ
バ
は
読
む
も
の

で
は
な
く
、
食
べ
る
も
の
で

す
ね
。

【
サ

バ
】

詰碁問題
普通に打っては、眼型ができません。

一手、細工をします。

（黒番）
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企
業
訪
問

有
限
会
社
　
山

■

組

山
　
　
　
勝
　
宏

代
表
取
締
役

【
会
社
概
要
】

創

業

大
正
十
年
四
月

設

立

昭
和
六
十
一
年
七
月
法
人
設
立

所
在
地

大
田
市
久
手
町
刺
鹿
二
二
九
〇
－
五

資
本
金

二
千
万
円

社
員
数

三
十
名

事
業
内
容

土
木
工
事
業
〔
造
成
工
事
・
道
路
工
事
・
港
湾
整
備
・
下
水
道
工
事
等
〕

建
築
工
事
業
〔
新
築
工
事
・
増
改
築
工
事
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
・
屋
根
替
工
事
等
〕

建
築
物
・
構
造
物
解
体
業
〔
木
造
家
屋
解
体
工
事
・
ビ
ル
解
体
工
事
等
〕

山
林
伐
採
業
〔
山
林
伐
採
業
務
等
〕

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
〔
生
活
品
等
一
般
廃
棄
物
優
秀
運
搬
業
務
等
〕

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
〔
建
設
解
体
現
場
等
の
産
業
廃
棄
物
運
搬
業
務
〕

産
業
廃
棄
物
処
分
業
〔
建
設
解
体
現
場
等
の
産
業
廃
棄
物
処
分
業
務
〕

再
生
資
源
製
品
販
売
業
〔
再
生
砕
石
販
売
・
木
材
チ
ッ
プ
販
売
等
〕

工業団地 

処理場 
● ●

事
務
所 

大田二中● 

至江津 至出雲 
●ロード銀山 

9 
号線 



大
正
十
年
に
、
建
設
業
を

創
業
し
、
以
来
土
木
工
事
業

を
中
心
に
地
域
の
発
展
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
、
当
社
は
静
間
久
手

停
車
場
線
の
拡
幅
工
事
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

工
事
概
要
と
し
て
は
、
全

長
２
㎞
、
幅
員
７
ｍ
と
す
る

工
事
で
す
。
将
来
的
に
全
線

開
通
す
れ
ば
久
手
町
か
ら
笠

が
鼻
を
通
り
鳥
井
町
へ
と
通

じ
る
海
岸
線
の
交
通
が
、
よ

り
便
利
で
安
全
な
も
の
へ
と

改
善
さ
れ
ま
す
。
今
後
に
お

き
ま
し
て
も
こ
の
様
な
事
業

を
通
し
て
我
が
社
の
力
を
存

分
に
発
揮
し
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
と
将
来
の
た
め
に
、
社

員
一
同
頑
張
る
一
心
で
ご
ざ

い
ま
す
。

当
社
は
、
土
木
工
事
の
ほ

か
に
解
体
工
事
業
も
請
負
っ

て
お
り
、
四
、
五
年
前
か
ら

木
造
建
築
物
中
心
に
手
掛

け
、
現
在
は
ビ
ル
・
病
院
・

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
解
体
ま
で

を
一
手
に
手
掛
け
ら
れ
る
様

技
術
修
得
並
び
に
設
備
を
揃

え
、
市
内
は
も
と
よ
り
県
内

各
地
に
於
い
て
も
施
工
し
て

お
り
ま
す
。

併
せ
て
現
在
環
境
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
ア
ス
ベ
ス

ト
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
、

解
体
・
収
集
・
処
分
等
対
応

で
き
る
環
境
を
確
保
し
、
今

後
は
、
更
に
自
社
機
械
・
作

業
能
力
等
を
最
大
限
発
揮
す

べ
く
県
外
へ
の
進
出
を
考
え

て
お
り
、
現
在
営
業
活
動
中

で
す
。
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土
木
工
事

解
体
工
事



建
設
業
に
お
け
る
自
然
環

境
並
び
に
生
活
環
境
等
の
社

会
的
重
要
性
に
よ
り
、
産
業

廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

行
政
の
一
環
と
し
て
、
公
共

工
事
並
び
に
民
間
工
事
で
排

出
さ
れ
る
発
生
材
の
減
量
化

及
び
再
生
利
用
を
目
的
と

－ 14－

産
業
廃
棄
物
処
理

し
、
産
業
廃
棄
物
の
中
間
処

理
業
並
び
に
収
集
運
搬
業
の

許
可
を
平
成
七
年
に
取
得
い

た
し
ま
し
た
。
大
田
市
工
業

団
地
内
の
一
画
に
処
理
場
を

設
け
、「
資
源
有
効
利
用
」

を
目
標
に
地
域
社
会
の
一
員

と
し
て
果
た
す
べ
き
使
命
を

考
え
な
が
ら
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

公
共
工
事
の
削
減
に
伴

い
、
発
注
事
業
の
減
少
並
び

に
継
続
事
業
の
縮
小
又
は
廃

止
等
、
建
設
業
者
に
と
っ
て

非
常
に
厳
し
い
時
代
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
当
社
と

◆
●

◆
●

◆
●

◆
●

◆
●

◆



い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
更

な
る
企
業
努
力
と
営
業
活
動

を
強
化
す
る
一
方
、
雇
用
情

勢
を
踏
ま
え
、
新
し
い
時
代

に
対
応
で
き
る
人
格
形
成
、

教
育
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。
迅
速
で
安
全
か
つ
良

質
な
技
術
を
継
続
し
て
提
供

す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
技

術
や
素
材
・
工
法
等
を
常
に

先
取
り
す
る
か
た
ち
で
研
修

会
、
講
習
会
ま
た
は
資
格
取

得
の
サ
ポ
ー
ト
等
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
社
の

従
業
員
は
、
二
十
代
・
三
十

代
の
若
者
と
、
四
十
代
・
五

十
代
・
六
十
代
の
ベ
テ
ラ
ン

と
が
お
お
よ
そ
半
分
ず
つ
の

人
員
構
成
で
工
事
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
経
験
豊
富
な
上

司
、
先
輩
の
指
導
の
も
と

で
、
若
年
層
者
が
活
気
に
あ

ふ
れ
、
い
か
ん
な
く
力
を
発

揮
し
て
も
ら
え
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
日
本
の
社
会
構
造

は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
、

政
治
経
済
の
み
な
ら
ず
、
社

会
全
体
が
官
民
一
体
と
な
っ

て
こ
の
苦
境
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
社

も
同
じ
く
こ
の
新
し
い
変
革

期
を
乗
り
切
っ
て
こ
そ
新
し

い
時
代
へ
の
進
路
を
切
り
開

く
こ
と
が
出
来
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

事
業
を
通
じ
て
地
域
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う

企
業
理
念
の
も
と
、
常
に
心

を
研
ぎ
澄
ま
し
て
周
囲
を
見

渡
し
、
前
を
見
つ
め
て
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
的
要
請
に
応

え
る
こ
と
が
出
来
る
企
業
と

し
て
地
域
経
済
の
発
展
、
社

員
の
幸
福
の
た
め
に
も
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。今

後
も
地
域
発
展
の
た
め

に
、
建
設
業
・
産
業
廃
棄
物

業
共
に
技
術
の
向
上
に
努

め
、
郷
土
の
美
化
と
環
境
保

全
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
、
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
程
、
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
年
は
い
よ
い
よ
石
見
銀

山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

る
年
で
す
。
最
新
の
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
遺
産
登
録
の
現
段
階
現

地
調
査

昨
年
十
月
十
八
日
か
ら
、

二
十
一
日
ま
で
、
世
界
遺
産

登
録
の
た
め
の
価
値
や
保
存

管
理
状
況
に
つ
い
て
、
ユ
ネ

ス
コ
の
委
託
を
受
け
た
イ
コ

モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会

議：

Ｎ
Ｇ
Ｏ
＝
国
際
非
政
府

機
関
）
の
現
地
調
査
が
行
わ

れ
、
石
見
銀
山
遺
跡
を
構
成

す
る
十
四
の
要
素
が
ほ
ぼ
く

ま
な
く
踏
査
さ
れ
、
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

十
四
の
要
素
と
は
以
下
の

通
り
で
す
。

①
銀
鉱
山
跡
と
鉱
山
町
（
銀

生
産
が
行
わ
れ
た
鉱
山
と

鉱
山
町
）

Ａ
　
銀
山
柵
内

ぎ
ん
ざ
ん
さ
く
の
う
ち

Ｂ
　
代
官
所
跡

Ｃ
　
矢
滝
や
た
き

城
跡

Ｄ
　
矢
筈
や
は
ず

城
跡

Ｅ
　
石
見
い
わ
み

城
跡

Ｆ
　
大
森
銀
山

Ｇ
　
宮
ノ
前

み
や
の
ま
え

Ｈ
　
熊
谷
家

く
ま
が
い
け

住
宅

Ｉ
　
羅
漢
寺
五
百
羅
漢

ら
か
ん
じ
ご
ひ
ゃ
く
ら
か
ん

②
街
道
（
鉱
山
と
港
を
つ
な

ぐ
銀
と
物
資
輸
送
の
た
め

の
二
つ
の
ル
ー
ト
）

Ａ
　
石
見
銀
山
街
道

い
わ
み
ぎ
ん
ざ
ん
か
い
ど
う

靹
ケ
浦

と
も
が
う
ら

道

Ｂ
　
石
見
銀
山
街
道

温
泉
津

ゆ

の

つ

・
沖
泊

お
き
ど
ま
り

道

③
港
と
港
町
（
銀
の
積
出
し

と
物
資
搬
入
に
か
か
る
港

と
港
町
）

Ａ
　
靹
ケ
浦

Ｂ
　
沖
泊

Ｃ
　
温
泉
津

以
上
の
要
素
全
体
で
重
複

部
分
を
除
く
と
四
百
四
十
二

ha
、
周
囲
の
景
観
保
全
地
域

を
含
む
世
界
遺
産
に
登
録
予

定
の
範
囲
は
三
千
六
百
六
十

三
ha
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

大
田
市
の
面
積
の
約
八
％
と

な
り
ま
す
。

余
談
で
す
が
国
立
公
園
三

瓶
山
の
範
囲
を
合
わ
せ
る
と

大
田
市
の
面
積
の
約
二
割
は

国
内
外
に
誇
れ
る
「
文
化
と

自
然
の
宝
」
と
言
え
ま
す
。

さ
て
、
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
の
は
（
正
確
に
は
登

録
の
可
否
が
決
定
す
る
の
で

す
が
）、
今
年
の
六
月
二
十

三
日
か
ら
七
月
二
日
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
南
島

に
あ
る
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
市
で
開
催
さ
れ
る
世
界
遺

産
委
員
会
の
最
終
日
、
つ
ま

り
七
月
二
日
で
す
。

世
界
遺
産
委
員
会
は
世
界

遺
産
条
約
に
加
盟
し
て
い
る

百
八
十
二
（
二
〇
〇
六
年
現

在
）
の
国
の
中
か
ら
委
員
国

と
し
て
二
十
一
カ
国
か
ら
な

る
国
際
会
議

で
日
本
も
今

年
い
っ
ぱ
い

は
現
在
委
員

国
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
委
員

国
が
一
同
に

会
し
て
、
昨

年
現
地
調
査

に
来
た
イ
コ

モ
ス
か
ら
の

概
要
の
説
明

と
登
録
可
否

の
勧
告
を
元

●
登
録
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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に
し
て
審
議
し
、
可
決
さ
れ

れ
ば
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
自
然
遺
産
は
Ｉ
Ｕ

Ｃ
Ｎ
（
国
際
自
然
保
護
連

合
）
が
同
様
の
現
地
調
査
と

説
明
、
勧
告
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
委
員
会
に
各
国
か

ら
推
薦
さ
れ
る
世
界
遺
産
候

補
は
四
十
四
件
（
日
本
は
石

見
銀
山
の
み
）
で
す
が
、
勧

告
は
「
登
録
し
た
ほ
う
が
望

ま
し
い
」、「
保
留
」、「
登
録

し
な
い
ほ
う
が
望
ま
し
い
」

の
三
種
類
と
な
っ
て
お
り
、

予
め
全
て
が
登
録
さ
れ
る
こ

と
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
の
リ
ト
ア
ニ
ア
で
開

か
れ
た
世
界
遺
産
委
員
会
で

は
推
薦
さ
れ
た
候
補
の
約
四

割
、
十
八
件
だ
け
が
新
た
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
登
録
の
可
否
は
、

よ
そ
の
候
補
と
比
較
し
て
決

定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
遺
産
が
「
顕
著
で

普
遍
的
な
価
値
」
を
も
ち
、

「
保
存
管
理
が
将
来
に
わ

た
っ
て
確
実
」
で
あ
れ
ば
大

丈
夫
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、「
石
見
銀
山
」

（
正
確
に
は
「
石
見
銀
山
遺

跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」）

は
こ
れ
ま
で
の
現
地
調
査
や

そ
の
後
の
審
査
状
況
か
ら
は

間
違
い
な
く
登
録
さ
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
が
、
六
月
二

十
七
日
頃
と
予
想
さ
れ
る
個

別
審
査
を
経
て
、
七
月
二
日

午
後
の
正
式
議
決
ま
で
は

「
登
録
」
さ
れ
た
こ
と
に
は

な
ら
な
い
の
で
す
。

「
石
見
銀
山
が
世
界
遺
産

に
な
る
と
い
う
け
ど
国
内
に

は
他
に
も
鉱
山
（
遺
跡
）
が

あ
る
ん
だ
が
、
な
ぜ
石
見
銀

山
が
最
初
に
世
界
遺
産
に
な

る
の
か
」
と
い
っ
た
質
問
が

よ
く
あ
り
ま
す
。

世
界
遺
産
と
し
て
求
め
ら

れ
る
「
顕
著
で
普
遍
的
な
価

値
」
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で

少
し
解
説
し
ま
す
。

日
本
に
は
金
銀
銅
や
石

炭
、
鉄
鉱
山
は
か
つ
て
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
操
業
を
終
え
て

遺
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
や
一
部
は
明
治
時
代

に
至
る
ま
で
日
本
は
地
下
資

源
国
だ
っ
た
の
で
す
。

海
外
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

が
同
様
に
か
つ
て
の
地
下
資

源
が
遺
跡
化
し
て
お
り
、
石

見
銀
山
に
先
ん
じ
て
世
界
遺

産
と
な
っ
た
銀
や
銅
山
の
遺

跡
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他

の
国
で
は
地
下
資
源
は
ま
だ

採
掘
や
生
産
の
真
っ
只
中
で

す
。
中
南
米
で
は
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
も
引
き
続
き

操
業
し
て
い
る
銀
鉱
山
も
あ

り
ま
す
。

日
本
の
鉱
山
（
遺
跡
）
は

現
在
の
南
米
大
陸
、
中
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
に
比

べ
る
と
小
さ
い
の
で
す
が
、

小
さ
く
て
も
歴
史
の
中
に

あ
っ
て
、
特
に
前
近
代
に
お

い
て
、
東
西
文
明

間
の
交
流
に
大
き

く
影
響
し
た
こ
と

が
証
明
さ
れ
た
の

が
石
見
銀
山
遺
跡

で
す
。

国
内
の
他
の
鉱

山
で
は
現
在
、
そ

れ
ぞ
れ
そ
の
価
値

（
世
界
遺
産
に
登

録
す
る
な
ら
ば
顕

著
で
普
遍
的
な
価

値
の
証
明
が
必
要

な
た
め
）
を
調
査

研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
石
見
銀
山
の
価

値
も
全
て
わ
か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世

界
遺
産
登
録
に
必
要
な
価
値

に
つ
い
て
は
十
分
証
明
さ
れ

て
い
る
と
し
て
世
界
遺
産
に

推
薦
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
石
見
銀
山
は
前
近

代
に
重
心
を
お
く
鉱
山
で
あ

り
、
そ
の
前
近
代
の
鉱
山
施

設
が
地
下
の
考
古
学
的
遺
跡

と
し
て
極
め
て
よ
く
保
存
さ

れ
、
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

坑
道
も
製
錬
施
設
も
全
部

残
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
良

い
く
ら
い
で
す
。
こ
れ
は
国

内
鉱
山
屈
指
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
継
続
さ
れ
る
調

査
研
究
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ

の
内
容
が
豊
か
に
な
っ
て
い

く
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
産
業
遺
産
と
し

て
、
生
産
か
ら
流
通
の
前
半

（
港
）
ま
で
の
全
て
の
部
分

と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
信
仰

●
国
内
の
鉱
山（
遺
跡
）

と
の
違
い
は
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な
ど
無
形
の
文
化
ま
で
包
括

的
に
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
国
内
の

鉱
山
に
先
ん
じ
て
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
調
査

研
究
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
完
結
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
続
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
日
の
「
こ
こ
ま
で
わ

か
っ
た
石
見
銀
山
」（
二
月

十
日
に
「
あ
す
て
ら
す
」
で

開
催
）
で
も
紹
介
さ
れ
た
よ

う
に
、
自
然
科
学
の
最
先
端

の
調
査
研
究
が
総
合
調
査
が

始
ま
っ
て
十
年
続
き
、
大
き

な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
こ
と

や
、
本
谷
地
区
の
発
掘
調
査

と
江
戸
時
代
初
期
の
山
師

「
安
原
備
中
」
の
文
献
に
よ

る
研
究
が
総
合
化
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
な
ど
こ
れ
か
ら
も

総
合
調
査
は
続

き
ま
す
。

こ
う
し
た
調

査
に
基
づ
く
研

究
は
現
在
、
ふ

れ
あ
い
の
森
公

園
で
建
設
工
事

が
行
わ
れ
て
い

る
石
見
銀
山
の

「
拠
点
施
設
」

で
紹
介
さ
れ
、

公
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

二
、
拠
点
施
設
と
整
備
が
本

格
化

広
い
石
見
銀
山
を
わ
か
り

や
す
く
、
ま
た
適
切
に
見
学

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
国
の

補
助
金
と
県
か
ら
の
特
別
支

援
を
頂
い
て
市
が
建
設
す
る

拠
点
施
設
は
、
そ
の
機
能
や

景
観
上
の
配
慮
か
ら
、
案

内
・
便
益
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

棟
、
展
示
棟
、
収
蔵
及
び
体

験
棟
の
三
棟
の
分
棟
方
式
で

建
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。昨

年
十
二
月
よ
り
、
ふ
れ

あ
い
の
森
公
園
広
場
を
建
物

敷
地
と
す
る
た
め
の
造
成
工

事
を
進
め
て
お
り
、
一
月
末

か
ら
は
、
来
訪
者
の
案
内
と

便
益
施
設
を
兼
ね
た
ガ
イ
ダ

ン
ス
棟
の
建
築
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

工
期
は
一
月
末
か
ら
七
月

の
六
ケ
月
を
予
定
し
、
展
示

棟
、
収
蔵
及
び
体
験
棟
の
二

棟
は
秋
に
着
工
し
て
来
年
三

月
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
。ガ

イ
ダ
ン
ス
棟
は
木
造
瓦

葺
き
平
屋
建
て
で
、
延
べ
床

面
積
は
約
七
百
六
十
平
方

メ
ー
ト
ル
、
石
州
瓦
を
葺

き
、
地
元
産
木
材
を
主
に
使

用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。拠

点
施
設
の
工
事
に
合
わ

せ
て
自
家
用
車
が
約
四
十
台

収
容
で
き
る
第
二
・
第
三
駐

車
場
も
並
行
し
て
工
事
し
、

ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
駐
車
場

も
再
整
備
し
て
バ
ス
を
含
め

約
四
百
台
の
駐
車
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

平
成
元
年
に
一
般
公
開
が

始
ま
っ
た
龍
源
寺
間
歩
は
昨

年
一
年
間
で
九
万
五
千
人
の

見
学
者
が
あ
り
ま
し
た
。

石
見
銀
山
遺
跡
で
最
大
の

間
歩
は
大
久
保
間
歩
で
す

が
、
山
の
中
に
あ
り
、
簡
単

に
見
学
す
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
、
龍
源
寺
間
歩
を
再
整

備
し
て
な
る
べ
く
多
く
の

方
々
に
採
掘
の
現
場
体
験
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

必
要
な
場
所
に
手
す
り
を

設
け
、
車
い
す
で
も
見
学
で

き
る
よ
う
坑
道
の
床
幅
を
確

保
し
、
照
明
も
新
し
く
し
て

増
設
し
、
崩
落
防
止
な
ど
の

対
策
も
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。い

っ
ぽ
う
大
久
保
間
歩
は

現
状
に
近
い
形
で
よ
り
坑
道

の
内
部
や
大
き
さ
を
体
感
し

て
も
ら
う
こ
と
と
し
、
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
な
対
策

を
中
心
と
し
た
工
事
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

大
久
保
間
歩
は
現
在
、
冬

季
の
み
生
息
す
る
こ
う
も
り

の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
工
事
を
始
め
て
秋
に

は
一
般
公
開
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
仙
ノ
山
一
帯

の
古
い
間
歩
（
坑
道
）
な
ど

の
安
全
対
策
も
進
め
て
お

り
、
少
し
ず
つ
見
学
で
き
る

範
囲
を
広
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

●
遺
跡
の
整
備

●
拠
点
施
設

●
調
査
研
究
は
続
く
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大
森
の
町
並
み
は
国
交
省

（
住
宅
局
）
の
補
助
事
業
で

街
並
み
環
境
整
備
事
業
（
電

線
類
地
中
化
）
が
一
月
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
電
気
、

電
話
、
市
有
線
放
送
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
共
聴
の
四
種
類
の
柱
が
二

年
数
ヶ
月
後
に
は
町
並
み
の

中
通
り
か
ら
な
く
な
り
、
合

わ
せ
て
側
溝
や
舗
装
も
整
え

ま
す
。
そ
れ
ま
で
し
ば
ら
く

部
分
的
な
通
行
止
め
な
ど
が

続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
足
し
て
い
た
便
所
は
、

羅
漢
寺
近
く
の
銀
山

公
園
便
所
の
増
築
工

事
が
ま
も
な
く
完
了

し
、
既
に
水
洗
化
な

ど
整
備
さ
れ
て
き
た

銀
山
部
分
の
便
所
や

拠
点
施
設
の
便
所
な

ど
と
共
に
快
適
に

使
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
観
光
客
の

増
加
や
便
所
の
水
洗

化
な
ど
に
伴
っ
て
、
水
道
水

の
不
足
も
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
大
森
簡
易
水
道
と
大
田

市
上
水
道
を
つ
な
ぐ
工
事
も

現
在
進
行
中
で
す
。

こ
う
し
た
整
備
は
、
大
森

に
住
ん
で
い
る
方
々
と
見
学

や
観
光
に
来
ら
れ
る
方
々
の

両
方
に
対
応
し
て
進
め
て
い

ま
す
。

交
通
実
験

増
え
る
観
光
客
と
住
民
生

活
の
両
立
の
た
め
、
交
通
実

験
を
昨
年
の
五
、
八
、
十
一

月
と
三
回
に
わ
た
っ
て
、
中

国
運
輸
局
、
県
、
市
の
共
同

事
業
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
回
で
違
う
バ

ス
運
行
や
駐
車
場
の
配
置
と

利
用
、
誘
導
・
案
内
を
行

い
、
五
月
四
日
に
は
約
七
千

人
、
八
月
十
四
日
は
約
三
千

五
百
人
、
十
一
月
四
日
に
は

約
二
千
五
百
人
と
い
う
多
く

の
観
光
客
を
対
象
に
、
そ
れ

ぞ
れ
交
通
実
験
の
効
果
や
課

題
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

住
民
と
行
政

の
協
働

現
在
こ
の
実

験
成
果
を
基

に
、
大
森
町
の

地
元
の
皆
さ
ん

と
市
で
こ
れ
か

ら
ど
う
い
っ
た

対
応
を
進
め
る

の
か
決
め
つ
つ

あ
り
ま
す
。

大
森
町
の
地

元
で
は
交
通
対

策
以
外
に
、

「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
や

「
家
屋
と
土
地
の
利
活
用
」

に
つ
い
て
も
検
討
が
進
ん
で

い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
今
年
の

春
先
か
ら
は
、
石
見
銀
山
独

自
の
「
見
学
・
観
光
と
住
民

生
活
の
調
和
」
策
が
住
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
り
、
本
格

的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

昨
年
十
二
月
か
ら
は
市
役

所
も
石
見
銀
山
課
と
観
光
課

を
隣
に
配
置
す
る
な
ど
連
携

を
強
化
し
、
観
光
課
は
受
入

準
備
に
つ
い
て
大
田
市
観
光

協
会
と
一
体
的
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

登
録
記
念
の
事
業

「
輝
き
ふ
た
た
び
―
石
見

銀
山
展
」
が
七
月
十
四
日
〜

九
月
二
十
四
日
に
わ
た
り
、

島
根
県
立
古
代
歴
史
博
物
館

と
石
見
銀
山
資
料
館
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
七
月
二
日
に
登

録
さ
れ
て
か
ら
色
々
の
催
し

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
観
光
と
住
民
生
活
の

調
和

●
町
並
み
の
整
備

－ 19－
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全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る

「
税
を
考
え
る
週
間
」。
石
見

大
田
法
人
会
は
、
今
年
も
恒

例
の
イ
ベ
ン
ト
「
ク
イ
ズ
お

も
し
ろ

ミ
ナ
ー
ル
」
を
十

一
月
十
五
日
、
会
館
仁
万
屋

に
於
い
て
開
催
致
し
ま
し

た
。納

税
意
識
の
向
上
、
納
税

知
識
の
普
及
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
六
十
二
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
ク
イ
ズ
お
も

し
ろ

ミ
ナ
ー
ル
」
も
今
年

で
記
念
す
べ
き
二
十
回
目
と

な
り
、
大
田
市
内
の
職
場
、

団
体
等
か
ら
参
加
さ
れ
た
十

二
チ
ー
ム
三
十
六
名
に
よ
り

団
体
戦
と
個
人
戦
が
競
わ
れ

ま
し
た
。

最
初
に
的
場
会
長
の
挨

拶
、
竹
原
副
会
長
の
主
旨
説

明
に
つ
づ
き
柳
沢
事
務
局
長

が
ル
ー
ル
説
明
を
行
い
、
名

司
会
者
の
斉
藤
さ
ん
の
お
か

げ
で
会
場
内
も
和
や
か
な
雰

囲
気
で
ク
イ
ズ
が
進
行
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

●
団
体
の
部
成
績

優
　
勝

島
根
中
央
信
用
金
庫

準
優
勝

商
工
会
議
所
女
性
会

三
　
位

ア
ク
サ
生
命

●
個
人
の
部
成
績

優
　
勝

田
　
原
　
将
　
志

（
商
工
会
議
所
青
年
部
）

準
優
勝

石
　
田
　
英
　
次
　

（
島
根
中
央
信
用
金
庫
）

三
　
位

波
多
野
　
良
　
和

（
ア
ク
サ
生
命
）

以
下
の
方
々
に
は
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
審
査
員
】
石
見
大
田
税
務

署
長
佐
々
木
宏
様
、
商
工
会

議
所
会
頭
寺
戸
隆
文
様
、
石

見
大
田
税
理
士
会
支
部
長
勝

部
幸
吉
様
、
大
田
市
総
務
部

長
知
野
見
清
二
様
、
大
田
市

婦
連
協
副
会
長
天
崎
美
智
子

様
、
前
回
税
金
博
士
南
山
祐

子
様

【
プ
ラ
カ
ー
ド
】
大
田
市
役

所
税
務
課
の
皆
さ
ん
、
島
根

中
央
信
用
金
庫
の
皆
さ
ん
、

税
務
署
の
皆
さ
ん
に
は
会
場

準
備
、
各
担
当
箇
所
で
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

�税

�税

東
部
（
波
根
町
）
西
部

（
仁
摩
町
）
の
二
会
場
で
、

地
区
別
ミ
ニ
税
金
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
佐
々
木
税
務
署
長

を
は
じ
め
と
し
、
税
理
士
先

生
の
方
々
を
お
招
き
し
、
税

務
署
の
方
に
よ
る
税
制
改
正

の
説
明
、
税
金
に
関
す
る
ビ

デ
オ
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
税
金
ク
イ

ズ
で
は
、
笑
い
と
歓
声
の
と

び
か
う
和
や
か
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

税
金
博
士
に

商
工
会
議
所
青
年
部
　
田
原
将
志
さ
ん 

団
体
優
勝
は

島
根
中
央
信
用
金
庫 

お
も
し
ろ 

税 

ミ
ナ
ー
ル 
第
　
回
ク
イ
ズ

第
　
回
ク
イ
ズ 
20
第
　
回
ク
イ
ズ 
20

税
を
考
え
る
週
間
行
事

11
月
11
日
〜
11
月
17
日

＝
地
区
別
ミ
ニ
税
金
フ
ォ
ー
ラ
ム
＝

優 勝
�シバオ

芝 尾 金 男東部会場

優 勝
�河村畳店
河 村 賢 治西部会場



第
四
十
三
回
会
員
親
睦

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
十
一
月
十
一
日
（
土
）

大
社
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

於
い
て
参
加
者
三
十
三
名
、

九
組
の
参
加
の
も
と
、
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
雨
の

中
で
の
開
会
式
に
な
り
、
的

場
会
長
挨
拶
の
後
、美
久
我
、

国
引
両
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

的
場
会
長
、
寺
戸
商
工
会
議

所
会
頭
の
始
球
式
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
を
い
た
し
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト

時
に
は
風
が

強
く
雨
が
降

る
と
い
う
悪

コ
ン
デ
イ

シ
ョ
ン
の

中
、
好
プ

レ
ー
、
珍
プ

レ
ー
、
ナ
イ

ス
シ
ョ
ッ

ト
、
ミ
ス

シ
ョ
ッ
ト
な

ど
笑
顔
や
苦

笑
の
顔
が
続

出
し
、
後
半

に
入
る
と
風

も
弱
ま
り
、
雨
も
上
が
り
法

人
会
コ
ン
ペ
な
ら
で
は
の
雰

囲
気
で
の
異
業
種
交
流
、
ま

た
老
・
壮
・
青
の
歓
談
の
場

と
し
て
の
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
一
日
で
し
た
。

競
技
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
二

階
に
於
い
て
懇
親
会
が
開
か

れ
、
当
日
の
成
績
を
見
せ
合

い
満
足
や
ら
反
省
や
ら
と
、

楽
し
い
談
笑
の
内
で
の
成
績

発
表
、
続
い
て
的
場
会
長
の

挨
拶
で
表
彰
式
が
始
ま
っ

た
。

優
　
勝
　
川
　
上
　
眞
　
次

準
優
勝
　
品
　
川
　
敏
　
男

３
　
位
　
平
　
木
　
陽
　
三

４
　
位
　
伊
　
藤
　
康
　
彦

５
　
位
　
品
　
川
　
君
　
子

Ｂ
　
Ｇ
　
高
　
橋
　
陽
　
二

Ｂ
　
Ｂ
　
波
　
多
　
志
　
朗

そ
の
他
、
飛
び
賞
、
年
次

賞
、
Ｄ
Ｃ
賞
、
Ｎ
Ｐ
賞
、
Ｄ

Ｔ
賞
な
ど
沢
山
の
賞
品
と
共

に
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞

と
し
て
手
打
ち
そ
ば
も
渡
さ

れ
、
全
員
和
や
か
な
内
に
来

春
の
コ
ン
ペ
に
は
景
気
回
復

を
願
い
、
盛
大
な
コ
ン
ペ
に

な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て

散
会
致
し
ま
し
た
。

優
勝
者
　
川
上
眞
次
氏

法
人
会
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
て
十
年
に
な
り
ま
す
が

や
っ
と
念
願
の
優
勝
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
何
回
か
は
あ
る
程
度

の
と
こ
ろ
の
順
位
に
入
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
あ
が
り
三

ホ
ー
ル
ぐ
ら
い
か
ら
ダ
フ
っ

た
り
、
チ
ョ
ロ
っ
た
り
と
大

た
た
き
を
し
結
局
優
勝
に
手

が
届
か
な
い
ゴ
ル
フ
で
し
た
。

当
日
は
高
橋
・
福
間
さ
ん

と
い
う
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
デ
の

方
と
同
じ
組
と
言
う
こ
と

で
、
迷
惑
を
か
け
て
は
ま
ず

い
と
、
昼
も
ビ
ー
ル
を
少
し

に
し
て
、
緊
張
の
糸
を
切
ら

さ
ず
一
打
一
打
を
丁
寧
に

打
っ
た
結
果
や
っ
と
、
優
勝

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
で
ハ
ン
デ
を
カ
ッ
ト

さ
れ
ま
す
の
で
当
分
の
間
は

牛
肉
は
手
に
で
き
ま
せ
ん
が

ゴ
ル
フ
の
練
習
に
つ
と
め
、

も
う
一
度
優
勝
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。
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平
成
十
九
年
一
月
二
十

日
、
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
島

根
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
」
に
、

今
年
七
月
、
世
界
遺
産
登
録

予
定
と
な
っ
て
い
る
石
見
銀

山
遺
跡
の
Ｐ
Ｒ
に
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

法
人
会
青
年
部
の
今
年
度

事
業
と
し
て
、
石
見
銀
山
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
計
画
し
て
い
た

中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
案

が
当
初
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
、
石
州
水
上
瓦
原
料

用
粘
土
を
使
用
し
た
特
製

コ
ー
ス
タ
ー
の
製
作
を
し
て

無
料
配
布
を
行
う
こ
と
に
よ

り
石
見
銀
山
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
う
と
い
う
計
画
に
決
定
し

ま
し
た
。

コ
ー
ス
タ
ー
の
製
作
は
水

上
町
の
有
限
会
社
水
上
窯
業

に
依
頼
を
し
製
作
致
し

ま
し
た
。

有
限
会
社
水
上
窯
業

は
水
上
粘
土
を
使
用
し

た
様
々
な
製
品
の
試
作

を
行
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。（
オ
カ
リ
ナ
、
干

支
笛
等
々
）

今
回
そ
の
技
術
を
お

借
り
し
、
約
四
百
枚

コ
ー
ス
タ
ー
の
製
作
を

依
頼
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。年

末
に
、
し
か
も
始
め
て

の
多
量
枚
数
を
製
作
と
い
う

状
況
で
し
た
が
、
正
月
返
上

で
色
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
考
え

ら
れ
て
製
作
し
て
頂
い
た
結

果
、
素
晴
ら
し
い
コ
ー
ス
タ
ー

を
製
作
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
通
り
、
石
州
瓦

は
大
田
市
を
代
表
す
る
地
場

産
業
で
す
が
、
そ
の
原
料
粘

土
使
用
し
た
こ
の
コ
ー
ス

タ
ー
は
、
特
徴
と
し
て
以
下

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

１
、
環
境
と
体
に
優
し
い
、

純
天
然
素
材
で
す
。

２
、
吸
湿
性
に
優
れ
て
い
る

為
、
コ
ッ
プ
の
表
面
上
の

水
分
を
吸
っ
て
く
れ
ま
す
。

３
、
コ
ッ
プ
と
コ
ー
ス
タ
ー
、

ま
た
は
コ
ー
ス
タ
ー
と

テ
ー
ブ
ル
が
く
っ
つ
き
ま

せ
ん
。

さ
て
会
場
で
い
ざ
配
り
始

め
る
と
、
無
料
と
あ
っ
て
か

群
れ
が
群
れ
を
呼
ぶ
心
理

で
、
十
分
程
で
す
ぐ
に
無
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
タ
ー
を
貰
っ
た
人

の
感
想
は

①
こ
れ
は
原
料
は
何
で
出
来

て
い
る
の
で
す
か
？
（
石

州
瓦
の
原
料
で
す
と
説
明

す
る
と
、
殆
ど
理
解
さ
れ

た
よ
う
で
す
。）

②
と
て
も
綺
麗
で
す
ね
。

③
石
見
銀
山
（
か
な
り
の
人

が
�
い
し
み
�
銀
山
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。）
は
行
っ

た
こ
と
も
し
く
は
、
通
っ

た
事
が
あ
り
ま
す
。
是
非

ま
た
訪
ね
た
い
で
す
。

こ
れ
ら
に
集
約
さ
れ
る
よ

う
で
し
た
。

枚
数
が
少
な
か
っ
た
の

で
、
沢
山
の
人
に
は
行
き
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
石
見

銀
山
と
地
場
産
業
の
Ｐ
Ｒ
に

少
し
は
お
役
に
立
て
て
い
れ

ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
今
年
は
法
人
会
青

年
部
の
県
連
研
修
会
が
当
地

で
三
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

石
見
銀
山
と
温
泉
津
を

テ
ー
マ
に
研
修
を
し
て
頂
く

予
定
で
す
。

県
内
法
人
会
青
年
部
そ
れ

ぞ
れ
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
石

見
銀
山
に
対
す
る
意
識
向
上

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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島
根
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア

青
年
部
だ
よ
り



　こんにちは、（株）三谷設計です。当社ではこの度念願の通信販売事業をスタートさ
せました。事業部の名称は銀山王国といいます。また、芋代官さんの井戸さんをキャラ
クターとして商標登録出願中です。飢饉を救ってくれた井戸さんにあやかり健康と美
容によい食品を中心に全国へ事業展開を図っていきたいと思っています。まずは商品の
第１号として黒にんにくを紹介したいと思います。 

銀山王国「黒にんにく」のご紹介 

電話：0120-150-592 fax：0854-84-5723 
E-mail:ginzan@mitani-arc.co.jp 
http://www.mitani-arc.co.jp

1箱6個入り￥3,990（税込）です。ご用命は 
 

大田市久手町波根西777-1　（株）三谷設計 銀山王国 
イ コ オ コ ク ニ 

「にんにくは昔から身体に良いと言われてい
るけど、どうもあの臭いがね。」 
「普通にんにくは白い色しているよね。では
もともと黒い色のにんにくなの？それとも何か
に漬けて黒くなるの？どうして…」と皆さんが
黒にんにくをご覧になるまでにお聞きする声で
す。そして黒にんにくをご覧になると「エッ、
これが黒にんにくですか！」 

　黒にんにくは厳選された生にんにくを皮付きのまま発酵室で約１ヶ月間熟成発酵させ
ることにより作られますが、銀山王国の黒にんにくは薬膳研究家による独特の製法によ
りますます食べやすく美味しくなっています。その秘密は、 
①　発酵室に配置された天鉱石。これにより遠赤外線を発生させ、マイナスイオンの
環境を作り出します。 

②　発酵過程で檜、緑茶のエキスを併用し添加物等は一切使用せず、じっくりと手間
をかけて発酵させます。 

　白い皮をむくと真っ黒な粒があらわれます。これは長時間の発酵と熟成によってにん
にくに含まれるタンパク質がアミノ酸に、炭水化物が果糖に分解されこの２つの成分が
反応するからです。この熟成発酵させることにより「におい」「刺激」をクリアしました。
お口にいれていただきますと、柔らかくて甘酸っぱくフルーティーな味がお口いっぱい
に広がり、臭いもほとんど残りません。 
● 身体が疲れやすい方 
● 脂肪で悩んでいる方 
● 若々しく更年期を乗りきりたい方 
● 元気でイキイキと生活をすごしたい方 
● 手足が冷える方 
● お肌の老化が気になる方 
● 便秘、肩こりが気になる方 
● 偏頭痛、低血圧で悩んでいる方　など 

１日に２～４片皮をむいてそのままお召し上り下さい。 
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法人会の経営者大型総合保障制度 おかげさまで35周年 

リニューアル！ 
　全国約２１万社の会員のみなさまにご利用いただいている経営者大型総合保障
制度が、創設35周年を迎え3商品をリニューアルしました。 
　保障コストの低減や将来の退職金準備をご検討いただいているみなさまにマッチ
したラインナップとなっております。 
　団体割引（※1）など会員企業限定のメリットも多く、ぜひこの機会に資料をご覧
いただき、ご検討いただければ幸いです。 
※1. このご契約には法人会に属する会員以外はご加入いただけません。また、会員が法人会を脱会した場合はご契約は継続しますが、以降の 
 保険料率が引き上げられることがあります。 

1
解約払戻金をなくすことで、低廉な保険料を実現　※2

◎こんな声にお応えします 

『保険は掛け捨てで良い」 

『当面の保険料は極力抑えたい』 

『必要な保障を極力安いコストで』 

『状況に合わせて見直ししたい』 

【企業保障プラン疾病重点型Ｒ、総合型21R】 
※2.年齢や保険金額によっては、一部従来より高くなるケースがあります。 
※3.大同生命の無配当年満期定期保険（無解約払戻金型） 
※4.大同生命の無配当年満期定期保険（無解約払戻金型）・AIUのグループ傷害保険 

※3 ※4

2

配当をなくすことで低廉な保険料、高い解約払戻率を実現※5

◎こんな声にお応えします 

『長期間の保障が欲しい」 

『生存退職金を準備したい』 

『保険料は一定が良い』 

『資産形成したい』 

【企業保障プラン疾病重点型L、総合型21L】 
※5.年齢や保険金額によっては、一部従来より高くなるケースがあります。 
※6.大同生命の無配当歳満期定期保険 
※7.大同生命の無配当歳満期定期保険・AIUのグループ傷害保険 

※6 ※7

さらに 

【企業保障プラン疾病重点型低SV-L、総合型21低SV-L】 
※8.大同生命の無配当歳満期定期保険（低解約払戻金型） 
※9.大同生命の無配当歳満期定期保険（低解約払戻金型）・AIUのグループ傷害保険 

※8 ※9

契約後一定期間の解約払戻金を抑制することで、 
保険料の低料化と一定期間経過後の解約返戻率を向上 

－ 24－



経営者大型総合保障制度ご加入者サービス 

ドクターオブドクターズネットワーク 
医療・健康

 
の 

サポートに
！ 

【サービス内容】 ●「セカンドオピニオンサービス」で治療中の病症状に適した、医学界の各分野を代表
する名医をご紹介。 
●「健康ダイヤル24」で、体の不調などの一般的なご相談・育児相談・介護相談・医
療機関照会に電話でご回答。 

【利用対象者】 ●経営者大型総合保障制度ご加入の被保険者さま 

まずはFAXで資料のご請求を！ 

FAX番号 
（大同生命行） 0120-994-064

※番号はくれぐれもお間違えのないようお願いします。 

▼【お願い】できるだけ濃くハッキリとご記入のうえ、このままFAXください。 

貴　社　名 

ご　住　所 

お電話番号 

（ご担当者名　　　　　　　　　　　　） 

〒 － 

※ご記入いただいた個人情報は、大同生命が貴社に保険やサービスのご案内をお届けする目的にのみ利用させていただきます。 

◎ご検討・ご契約にあたっては、設計書（契約概要）・重要事項のお知らせ（注意喚起情報）・ご契約のしおり 約款を必ずごらんください。 

本社 （大阪）〒550-0002大阪市西区江戸堀1丁目2番1号 
 （東京）〒105-0022東京都港区海岸1丁目2番3号※ 

 　　　※平成18年8月より記載の住所に移転 

 　　　 http://www.daido-life.co.jp/

（引受保険会社） 

大同生命保険株式会社 

〒693-0028 出雲市塩冶善行町12-2 
TEL0853-21-4552・FAX0853-24-1713

大同生命保険株式会社 
松江営業支社出雲営業所 

E-18-1039-S①（業）（平成18年5月25日） 
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最
近
で
は
、
ゲ
ー
ム
機
に

押
さ
れ
て
、
家
庭
で
の
出
番

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
ト
ラ

ン
プ
で
す
が
、
絵
札
の
人
物

は
一
体
だ
れ
な
の
で
し
ょ
う

か
。一

見
同
じ
人
物
の
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
実
は
そ
れ
ぞ

れ
違
う
人
物
を
表
し
て
い
ま

す
。例

え
ば
、
キ
ン
グ
で
は
、

ハ
ー
ト
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ダ

ビ
デ
王
、
ダ
イ
ヤ
は
ギ
リ

シ
ャ
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大

王
、
ク
ロ
ー
バ
は
ロ
ー
マ
帝

国
の
シ
ー
ザ
ー
、
ス
ペ
ー
ド

は
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
カ
ー
ル

大
帝
と
い
っ
た
具
合
に
そ
れ

ぞ
れ
の
モ
デ
ル
が
存
在
し
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
絵
札
で
は
な

い
の
で
す
が
、
ス
ペ
ー
ド
の

Ａ
（
エ
ー
ス
）
だ
け
は
、
他

の
Ａ
と
違
っ
て
か
な
り
大
き

く
、
ま
た
、
か
な
り
ゴ
テ
ゴ

テ
と
し
た
装
飾
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
十
八
世
紀
初
頭

に
英
国
が
ト
ラ
ン
プ
に
課
税

し
て
い
た
と
き
、
ひ
と
組
の

ト
ラ
ン
プ
の
な
か
で
、
ス

ペ
ー
ド
の
Ａ
に
『
納
税
済
』

の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
こ
と

が
原
因
な
の
で
す
。

日
本
で
も
平
成
元
年
ま
で

は
、
ト
ラ
ン
プ
、
花
札
や

マ
ー
ジ
ャ
ン
牌
な
ど
に
ト
ラ

ン
プ
類
税
が
課
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
消
費
税
の
導
入
を

期
に
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
派
手
な
�
エ
ー
ス
】

こ
の
冬
は
雪
の
降
雪
量
も

少
な
く
暖
か
な
日
が
続
き
天

候
の
変
化
が
地
球
温
暖
化
に

よ
る
も
の
か
今
後
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が

あ
る
の
か
心

配
を
致
す
こ

の
頃
で
す
。

石
見
大
田
法

人
会
会
報

「
天
領
」
も

積
み
重
ね
る

こ
と
四
十
九

号
の
発
行
と

な
り
ま
し

た
。
振
り

返
っ
て
見
る

に
、
こ
れ
ま

で
の
発
行
に

は
多
く
の

方
々
の
知
恵

と
努
力
に
支

え
ら
れ
て
き

た
こ
と
が
編

集
委
員
と
し
て
、
又
責
任
あ

る
役
割
を
戴
く
な
か
で
感
じ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
委
員
は
二
年
毎
に
役
員

の
改
選
に
伴
い
改
変
さ
れ
ま

す
。
新
し
い
委
員
の
も
と
で

三
回
目
の
発
行
で
す
が
、
新

し
い
委
員
の
方
々
か
ら
も

様
々
な
意
見
、
ア
イ
デ
ア
が

出
さ
れ
は
じ
め
、
商
品
の
紹

介
を
す
る
ペ
ー
ジ
と
し
て

「
わ
が
社
の
逸
品
」
と
の
タ

イ
ト
ル
で
新
し
い
企
画
を
採

用
致
し
ま
し
た
。
次
号
は
五

十
号
と
し
て
石
見
銀
山
世
界

遺
産
登
録
に
併
せ
て
の
記
念

号
と
な
り
ま
す
。
サ
イ
ズ
も

Ａ
４
と
し
内
容
も
更
に
充
実

し
た
も
の
に
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
編
集

委
員
並
び
に
寄
稿
戴
き
ま
し

た
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
編
集
後
記
と
致
し
ま
す
。

（
記
　
齋
藤
）

編
集
後
記

詰
碁
解
答

１
図
（
正
解
）

黒
１
の
切
り
が
肝
心
で
す
。

白
２
に
は
黒
３
以
下
黒
７
ま
で
、
黒
生
き
。

２
図
（
変
化
）

白
１
は
黒
２
、
４
で
生
き
。

4

5

62

17

3

1

2

34

１
図
（
正
解
）

２
図
（
変
化
）



アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）島根支社 
〒690-0003 島根県松江市朝日町498-6 松江駅前第一生命ビルディング5F

法人会フリーダイヤル 0120-876-505
石見大田法人会 0854-82-0765
代理店 （有）チェスト 0854-82-2226 松栄（株）0854-82-6730 
 　大塚美佐子 0855-65-2138
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